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Ⅴ アウトカム項目

ホームは､JR大船駅から京急バスで｢湘南鎌倉総合病院前｣下車5分位の交通の便利な場所
にあります｡鎌倉の山を背負って陽だまりにある洒落た２階建ての建物はグループホームと
は思えない高級感あるつくりです｡
≪優れている点≫
建物の中央に設けられた居間は食堂や事務のコーナーからいつも職員の目が届く場所に
あり､職員から声をかけられながら入居者は安心してくつろいでいます｡居間からウッドデッキ
でつくられた中庭にはいつでも出入りができ､安らげる落着いた場所となっています｡
多くの入居者が近隣の方で､家族の訪問も毎日のように来られる方もあり､また二組のご夫婦
が入居されていて利用者全員が自宅の延長のような生活です｡家族会だけでなく､日常の支
援の中でも家族をまじえ､要望や意見など話し合い支援に反映しています｡
入居者には担当の職員が配置され､話し相手になるだけでなく､家族の相談相手になり､担
当医師､看護師の意見を取入れ現状に即したケアが行われています｡重度化した場合や終
末期のあり方にも入居される時に事業所の指針を説明して対応出来る体制が整備されてい
ます｡
≪工夫されている点≫
県内に同法人の４事業所があり､各事業所が毎月交替で担当になり､情報の共有や介護技
術の向上を図り､よりよい質のサービスを習得するための職員の教育の仕組みができていま
す｡入居者の交流についてもお互いのレクレーションに参加し､日々の生活に変化と活性を
図っています｡

鎌倉という由緒ある土地、お洒落なホームで毎日、活気があり楽しみのあるホームを
目指し、安心して生活して頂けるよう自立支援に向けて努めています。ご本人様、御
家族様から、ここで良かったと言って頂けるホームを目指しています。また、週１回
の訪問診療、訪問看護を実施し病気の早期発見、早期治療を行い医療との連携を高め
ています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

グループホームちいさな手鎌倉の杜

1Ｆ

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

「ＬＯＶＥ・ＬＩＶＥ・ＬＩＦＥ…
愛・生きる喜び・快適な生活」３Ｌの
精神、入居者の皆様・スタッフひとり
ひとりの幸せをつなげて大きな幸せに
なるよう豊かな生活の実現に取り組ん
でいます。

玄関に入ると１階と開放感のある吹抜
けの２階から､楽しそうな入居者の元
気な笑い声が聞こえて来ます｡玄関に
掲げてある｢生きる喜び､快適な生活｣
という理念を入居者とスタッフが小さ
な手を取り合って実践されていること
が伝わってきます｡

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

運営推進会議時には、市役所いきいき
課、近隣住民、民生委員の方々にも参
加頂き、更に防火訓練には近隣住民の
方や地域の消防署にも参加して頂き、
連携強化に努めています。

地域の消防署の指導による防火訓練
には事業所の隣に住まわれる地主の
方を始め､近隣の方々が参加されて
います｡事業所には連日､近隣の家族の
方々が数組も訪問されています｡

開設以来､ちょうど１年経過
し､運営推進会議には町内会長
さん､民生委員の方々が参加さ
れています｡､今後は近隣の一
般の住民の方々と顔馴染みに
なり､日常的に交流されること
を期待します｡

運営推進会議時に当ホームが地域とし
ての役割について話し合う災害時など
は、地域の方と協力関係を保ち努めて
いくように考えています。

　

色々な分野の方々から御意見を頂き、
地域密着型のサービスを行わせて頂い
ております。グループホームにあって
は、地域の方々からの御意見は貴重だ
と考えております。

運営推進会議には町内会長の方､市の
職員､民生委員､近隣住民の方々が意
見､要望などが出され活発な意見交換
が行われています｡閉鎖的なゲートは
常時開放を要望されるなど地域にとけ
こんだ会議となっています｡

交流に関しては決して多いとは言えま
せんが、市で行う介護フェア等には参
加しております。

開設時､事業所に必要な書類や留意点
など市の職員の方と数回に渉り､確認
したり､運営推進会議では意見交換や
情報交換などを行い､サービス上の問
題解決を図っています｡市が主催する
介護フェアに参加協力しています｡
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

虐待に関してはミーティングの場や勉
強会の場で指導を行っております。虐
待に関して当ホームにおいては、事例
はないが、継続して指導を行って行き
たいと思います。

現在身体拘束は実施しておらず、転倒
防止においてはプロテクターパンツを
履いて頂いております。（転倒の危険
性のある方）

事業所では身体拘束ゼロを目指し､排
除宣言に向けてスタッフ一体となり､
取組んでいます｡門扉を開放したため
やむを得ず玄関は施錠していますが
花々が多い中庭はスタッフの目が届い
ています｡

家族会を開催し、御家族様の御意見を
しっかりと受け止めると共に、運営に
反映させる努力をしております。

近隣の家族が多く､一日に５組の時も
あります｡訪問された時はいつも個別
的な話合いの機会を設け､意見交換や
情報の共有を図っています｡家族会で
は事業所の現状､行事計画､医療機関と
の連携､消防関係など報告､相談し､運
営に反映しています｡

制度に関する、学びの機会が現在まで
無い為、活用できていない状況に有り
ます。これからの勉強会においてこの
分野を検討して参ります。

入居相談時には当ホームの説明および
理念、方針、規約の御説明を徹底し、
御家族と当ホームとの考え方に隔たり
が生まれないように努めております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

当ホームにおいては月１回介護技術向
上勉強会を実施し看護師勉強会、薬剤
師勉強会も合わせて実施することで、
職員の解雇技術の向上につとめており
ます。

新人職員については、先輩職員と１対
１で対応をしております。先輩職員に
対しては、指導を通じて成長して頂く
ように努力しております。

毎月､月末にホーム長を中心にスタッ
フ全員による勉強会をまじえたミーテ
ングを開催しています｡入浴､食事､服
薬､排泄など日常のサービスについて
皆で意見を出し合い､サービスに反映
させています｡

ＯＪＴを使用し、ひとりひとりの評価
を行っております。人員体制を手厚く
し、ケアに工夫、余裕を持てる職場整
備に努めております。

近隣のグループホームのスタッフ、ご
入居者様に来訪して頂きました。今
後、交流の機会を持っていきます。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

新しい環境にご入居者様がなじめるよ
うに、コミュニケーションを多く取
り、不安を取り除いて頂けるよう努め
ております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

ご入居されてから御家族様にはご入居
者様の御様子をお伝えしながら御要望
等をお聞きし、ケアにつなげること
で、信頼関係をきづいていけるように
努めております。

入居後１箇月間は、ご入居者様の様子
を確認し、必要なサービスをケアカン
ファレンス時に話し合いを行いケアに
プランに活かしています。

御家族様と電話、来所時、ご入居者様
のケアについて相談させて頂き、御要
望を活かした対応をさせて頂いており
ます。

ご入居者様とコミュニケーションの場
を多くとらせて頂き、信頼関係の構築
に努めております。可能な事はご入居
者様御自身に行って頂き、共に生活し
て頂いている事を忘れずに１日、１日
を過ごしてい頂きます。

御本人様の大切な知人、御友人等のお
話をお聞きしたり、行きたい思い出の
場所のお話をお聞きし、実現化に努め
ております。

アセスメントの資料を大切に､これま
での本人の人間関係や役割を把握して
います｡｢私をわかって･･シート｣を本
人に書いてもらい､懐かしい､行きたい
場所や趣味などニーズを引出し､生き
がいをもてる支援を検討しています｡
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

退所後の御家族様とは、積極的な交流
を取れていない状況に有ります。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

職員が間に入り、個別対応を行い、孤
立状況を避け、活気のある生活を送っ
て頂いております。

ご入居者様と話し合いの機会を設け
る。その際、ご希望やご意向を伺い、
その際ケアプランに取り入れ活かして
います。

｢私をわかって･･シート｣により､これ
までのくらしの様子や介護サービスの
有無､繰返し話される以前の仕事のこ
と等引出して本人の思い等に対応し､
支援に活かしています｡居室担当職員
を決め､何でも聞ける馴染みの人を配
置しています｡

入居相談時に生活の様子、介護サービ
スの有無など、ご本人様にあったサー
ビスの提供を行っています。

バイタルチェック、食事、水分摂取量
の確認を行い記録に残し現状の把握に
努めています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

御利用者様と１対１の面接を行い、３
か月に１回ケアカンファレンス、６か
月に１回ケアプランの作成を行ってい
ます。スタッフ、担当医師、看護師の
意見を取り入れ作成し、ご家族様に説
明を行っています。

６ヶ月毎の介護計画をスタッフ全員が
参加する毎月のミーテｲﾝグで検討し､
３ヶ月毎に見直しが実施され､評価し
ています｡家事は体感を呼び起こしや
すい場面ですので役割等の環境づくり
をし､楽しくすごせるよう､支援してい
ます｡

ケアプランに沿って日常の生活を過ご
して頂き記録を行っています。ご入居
者様の日常生活の様子観察を行い、み
なおしし、必要なサービスに繋げてお
ります。

出来る限り、御要望に応じさせて頂
き、支援させて頂くように努めており
ます。

運営推進会議を行っている為、地域の
方と連携を取らせて頂いております。
消防署とは、消防訓練の相談を行い対
応させて頂きます。他機関との協力体
制を今後も努めて行きたいと思いま
す。

提供医療機関との連携に努め、週１回
の訪問診療体制のケアを行っていま
す。２４時間の医療協力体制の連携を
行っております。

本人や家族とよく話合い希望によりか
かりつけ医の支援もしています｡協力
医療機関とは２４時間対応可能で､看
護師による週１回の訪問看護により身
体チェックを受け､早期発見･早期入
院･早期退院を心がけて支援していま
す｡
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

週１回の訪問看護を行い、看護士との
連携を取る対応をしております。ご入
居者様の身体チェックをして頂き、医
療面のアドバイスを頂いております。

長期の入院は避けるように努めており
ます。主治医との連携を図り、病気や
怪我の早期発見に努め、可能な限り、
長期の入院は避けるように考えており
ます。

ご家族様へ看取りケアの方針のご説明
や、主治医がこれ以上回復が望めない
判断をした際に、ご家族様、主治医、
看護士、ホーム長、介護主任、ケアマ
ネージャーで方針を決め対応します。

事業所には｢ちいさな手鎌倉の杜にお
ける看取りに関する指針｣が用意され
話合いを繰返しながら本人､家族の意
向を確認し､共有を図っています｡看取
りに関するスタッフの教育体制も図っ
ています｡

マニュアル作成を行い対応をしており
ます。又、協力医療機関との連携を図
り、状態に応じた対応に努めておりま
す。

地域の方との連携を取らせ頂いており
ます。消防署とは、消防訓練の相談を
行い対応させて頂いております。他機
関との協力体制を今後も深めて行きた
いと思います。

地元の消防署の署員により､スタッフ､
入居者の避難訓練､消火器の使い方な
ど指導され､また運営推進会議で町内
会の方々の協力について話し合いがさ
れています｡
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

ご入居者様が言われる事を第一に考
え、否定しない介護を心がけ、対応を
行います。個人情報に注意をし、対応
しております。

職員は入居者との共感を大切にし、
個々の願望に添った介護を心がけ、対
応するように努めています。
個人情報ファイルは、鍵のかかるロッ
カーに保管し、声かけや言葉遣いにつ
いては個人の尊厳を損なわないように
注意しています。

工夫した声かけを行い、ご入居者様の
意志を尊重する。決め付けた声かけを
行わないように注意し、対応しており
ます。

天気の良い日は散歩の提供をさせて頂
き、ご入居者様の参加の有無を伺う。
又、それぞれのご入居者様の得意とさ
れるものを考えレクリエーションに取
り入れております。

化粧されるご入居者様は自由に行って
頂いております。行きつけの床屋に行
かれるケースや訪問理容を受けお好き
な髪形にして頂いております。

配膳や食器洗いは、ご入居者様に快く
お手伝いいただくように工夫した声か
けを行っております。又、中華バイキ
ングや鉄板レクリエーション等の食材
レクや、ホームで栽培した野菜を召し
上がって頂いております。

職員は入居者とともに食卓を囲んで同
じメニューの食事をとります。自分で
食べることが困難な入居者には職員が
介助しますが、手の空いた職員が交代
で行い、和気あいあいとした雰囲気で
す。配膳や後片づけは入居者も手伝っ
ています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

食材は業者に依頼し、栄養管理はしっ
かり行っております。水分確保につい
ては、食事の時間だけではなく、２時
間おきにお茶の時間やおやつの時間と
共に摂取を心がけております。

毎食後、口腔ケアを実施しておりま
す。ご本人様に出来るだけ行って頂
き、口腔内の清潔保持に努めておりま
す。又、誤嚥性肺炎の防止に努めてお
ります。

排泄パターンの確認を行い定時トイレ
誘導、声かけを行い、なるべくご入居
者様に排泄習慣をつけて頂ける様に対
応しております。

自分でトイレに行ける自立者は１階に
３名、２階に４名おり、他の入居者に
は支援が必要です。排泄表の活用や定
時トイレ誘導等により、できるだけお
むつを使わないように工夫し、トイレ
での排泄習慣をつけて、自立度を高め
る努力をしています。

排泄状況の確認に努め、担当医師の指
示のもと、下剤の調節を行い対応して
おります。又、こまめな水分補給や、
個別ケアを行い、歩いて頂く時間を増
やし、対応を行っております。

基本的に１日おきに入浴を行っており
ます。スタッフ１対１で入浴介助を行
わせて頂き、ゆっくりとした時間を過
ごしてい頂いております。又、入浴前
には必ずバイタル測定を行い見っく管
理に努め対応しております。

火木土曜日が入浴日で、午前中から３
時ごろまでのうち好みの時間を選べま
す。バスタブは大きめで、ゆったりと
湯につかることができ、１対１で入浴
介助を行います。事前にバイタル
チェックをして、体調により清拭にす
ることもあります。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

極力、ご入居者様ペースで過ごして頂
き、無理強いせず、のんびりお過ごし
頂いております。昼食後を中心に静養
して頂くように努めております。

看護士、薬剤師の指導をを受け薬の内
容や用法・用量の説明を受け、申し送
りを徹底し、対応しております。

食器洗いや、食器拭きのお手伝いや、
ごみ袋の作成等のお手伝いをして頂き
出来る範囲での役割分担をして頂く。
外出レクリエーションを実施し気分転
換ををして頂いております。

気候の良い日の散歩、個別ケア、外出
レクリエーション、ドライブなどを行
い、ホーム外での活動を実施しており
ます。

入浴のない日の午前中に近所の公園や
空き地などに出かけたり、車いすの入
居者にも気分転換にできるだけ外出す
るように勧めています。時には江の島
や大船フラワーパーク等にも遠出した
り、買い物への付き添いなど個人的な
支援も行っています。

現在、立替が多く金銭所持を使用して
いる方は少ない。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

ご入居者様のご希望を伺い、お電話し
て頂いたり、お手紙のやり取りを行っ
て頂き、対応しております。

玄関や廊下には観葉植物を設置し、窓
の外に見える風景と隔たりを感じない
様な取り組みを行っております。季節
に応じた置物等により季節感を味わっ
て頂く取り組みも実施しております。

居間、廊下、トイレ、浴室等の共用空
間は広めに設計され、採光には特に留
意されたデザインです。中庭はウッド
デッキで、いつでも外の空気と接する
ことができます。季節の草花や観葉植
物が飾られ、入居者の作品も展示され
ています。

当ホーム１階２階の中間に中２階を設
け１階２階のご入居者様が自由に出入
り出来る空間としてご利用頂いており
ます。更に、中庭のウッドデッキでは
夕涼みなども楽しんで頂いておりま
す。

家具全般は、ご本人様の愛着のあるも
のを使用して頂き、使用して頂いてお
ります。ひとりひとりのご入居者様の
お部屋は独得の雰囲気となっておりま
す。

１室当たりの面積は11.18㎡で、ゆっ
たりとしています。ベッドと寝具はレ
ンタルで、シーツ、枕カバー等は２週
間に１度交換します。家具などの持ち
込みは自由で、新聞も購読できます。
居室担当者が衣類などの整理を手伝っ
ています。

可能なことは、ご入居者様に行って頂
いております。個別ケアを行い、筋力
低下の予防、刺激のある生活を、日々
送って頂けるように努めています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホームちいさな手鎌倉の杜

2Ｆ

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

色々な分野の方々から御意見を頂き、
地域密着型のサービスを行わせて頂い
ております。グループホームにあって
は、地域の方々からの御意見は貴重だ
と考えております。

交流に関しては決して多いとは言えま
せんが、市で行う介護フェア等には参
加しております。

運営推進会議時には、市役所いきいき
課、近隣住民、民生委員の方々にも参
加頂き、更に防火訓練には近隣住民の
方や地域の消防署にも参加して頂き、
連携強化に努めています。

運営推進会議時に当ホームが地域とし
ての役割について話し合う災害時など
は、地域の方と協力関係を保ち努めて
いくように考えています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「ＬＯＶＥ・ＬＩＶＥ・ＬＩＦＥ…
愛・生きる喜び・快適な生活」３Ｌの
精神、入居者の皆様・スタッフひとり
ひとりの幸せをつなげて大きな幸せに
なるよう豊かな生活の実現に取り組ん
でいます。

　Ⅰ　理念に基づく運営
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

制度に関する、学びの機会が現在まで
無い為、活用できていない状況に有り
ます。これからの勉強会においてこの
分野を検討して参ります。

入居相談時には当ホームの説明および
理念、方針、規約の御説明を徹底し、
御家族と当ホームとの考え方に隔たり
が生まれないように努めております。

家族会を開催し、御家族様の御意見を
しっかりと受け止めると共に、運営に
反映させる努力をしております。

虐待に関してはミーティングの場や勉
強会の場で指導を行っております。虐
待に関して当ホームにおいては、事例
はないが、継続して指導を行って行き
たいと思います。

現在身体拘束は実施しておらず、転倒
防止においてはプロテクターパンツを
履いて頂いております。（転倒の危険
性のある方）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

近隣のグループホームのスタッフ、ご
入居者様に来訪して頂きました。今
後、交流の機会を持っていきます。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

新しい環境にご入居者様がなじめるよ
うに、コミュニケーションを多く取
り、不安を取り除いて頂けるよう努め
ております。

当ホームにおいては月１回介護技術向
上勉強会を実施し看護師勉強会、薬剤
師勉強会も合わせて実施することで、
職員の解雇技術の向上につとめており
ます。

新人職員については、先輩職員と１対
１で対応をしております。先輩職員に
対しては、指導を通じて成長して頂く
ように努力しております。

ＯＪＴを使用し、ひとりひとりの評価
を行っております。人員体制を手厚く
し、ケアに工夫、余裕を持てる職場整
備に努めております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

御本人様の大切な知人、御友人等のお
話をお聞きしたり、行きたい思い出の
場所のお話をお聞きし、実現化に努め
ております。

ご入居者様とコミュニケーションの場
を多くとらせて頂き、信頼関係の構築
に努めております。可能な事はご入居
者様御自身に行って頂き、共に生活し
て頂いている事を忘れずに１日、１日
を過ごしてい頂きます。

入居後１箇月間は、ご入居者様の様子
を確認し、必要なサービスをケアカン
ファレンス時に話し合いを行いケアに
プランに活かしています。

御家族様と電話、来所時、ご入居者様
のケアについて相談させて頂き、御要
望を活かした対応をさせて頂いており
ます。

ご入居されてから御家族様にはご入居
者様の御様子をお伝えしながら御要望
等をお聞きし、ケアにつなげること
で、信頼関係をきづいていけるように
努めております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

バイタルチェック、食事、水分摂取量
の確認を行い記録に残し現状の把握に
努めています。

ご入居者様と話し合いの機会を設け
る。その際、ご希望やご意向を伺い、
その際ケアプランに取り入れ活かして
います。

入居相談時に生活の様子、介護サービ
スの有無など、ご本人様にあったサー
ビスの提供を行っています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

職員が間に入り、個別対応を行い、孤
立状況を避け、活気のある生活を送っ
て頂いております。

退所後の御家族様とは、積極的な交流
を取れていない状況に有ります。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

運営推進会議を行っている為、地域の
方と連携を取らせて頂いております。
消防署とは、消防訓練の相談を行い対
応させて頂きます。他機関との協力体
制を今後も努めて行きたいと思いま
す。

提供医療機関との連携に努め、週１回
の訪問診療体制のケアを行っていま
す。２４時間の医療協力体制の連携を
行っております。

ケアプランに沿って日常の生活を過ご
して頂き記録を行っています。ご入居
者様の日常生活の様子観察を行い、み
なおしし、必要なサービスに繋げてお
ります。

出来る限り、御要望に応じさせて頂
き、支援させて頂くように努めており
ます。

御利用者様と１対１の面接を行い、３
か月に１回ケアカンファレンス、６か
月に１回ケアプランの作成を行ってい
ます。スタッフ、担当医師、看護師の
意見を取り入れ作成し、ご家族様に説
明を行っています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

地域の方との連携を取らせ頂いており
ます。消防署とは、消防訓練の相談を
行い対応させて頂いております。他機
関との協力体制を今後も深めて行きた
いと思います。

ご家族様へ看取りケアの方針のご説明
や、主治医がこれ以上回復が望めない
判断をした際に、ご家族様、主治医、
看護士、ホーム長、介護主任、ケアマ
ネージャーで方針を決め対応します。

マニュアル作成を行い対応をしており
ます。又、協力医療機関との連携を図
り、状態に応じた対応に努めておりま
す。

週１回の訪問看護を行い、看護士との
連携を取る対応をしております。ご入
居者様の身体チェックをして頂き、医
療面のアドバイスを頂いております。

長期の入院は避けるように努めており
ます。主治医との連携を図り、病気や
怪我の早期発見に努め、可能な限り、
長期の入院は避けるように考えており
ます。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

配膳や食器洗いは、ご入居者様に快く
お手伝いいただくように工夫した声か
けを行っております。又、中華バイキ
ングや鉄板レクリエーション等の食材
レクや、ホームで栽培した野菜を召し
上がって頂いております。

天気の良い日は散歩の提供をさせて頂
き、ご入居者様の参加の有無を伺う。
又、それぞれのご入居者様の得意とさ
れるものを考えレクリエーションに取
り入れております。

化粧されるご入居者様は自由に行って
頂いております。行きつけの床屋に行
かれるケースや訪問理容を受けお好き
な髪形にして頂いております。

ご入居者様が言われる事を第一に考
え、否定しない介護を心がけ、対応を
行います。個人情報に注意をし、対応
しております。

工夫した声かけを行い、ご入居者様の
意志を尊重する。決め付けた声かけを
行わないように注意し、対応しており
ます。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

排泄状況の確認に努め、担当医師の指
示のもと、下剤の調節を行い対応して
おります。又、こまめな水分補給や、
個別ケアを行い、歩いて頂く時間を増
やし、対応を行っております。

基本的に１日おきに入浴を行っており
ます。スタッフ１対１で入浴介助を行
わせて頂き、ゆっくりとした時間を過
ごしてい頂いております。又、入浴前
には必ずバイタル測定を行い見っく管
理に努め対応しております。

毎食後、口腔ケアを実施しておりま
す。ご本人様に出来るだけ行って頂
き、口腔内の清潔保持に努めておりま
す。又、誤嚥性肺炎の防止に努めてお
ります。

排泄パターンの確認を行い定時トイレ
誘導、声かけを行い、なるべくご入居
者様に排泄習慣をつけて頂ける様に対
応しております。

食材は業者に依頼し、栄養管理はしっ
かり行っております。水分確保につい
ては、食事の時間だけではなく、２時
間おきにお茶の時間やおやつの時間と
共に摂取を心がけております。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

現在、立替が多く金銭所持を使用して
いる方は少ない。

食器洗いや、食器拭きのお手伝いや、
ごみ袋の作成等のお手伝いをして頂き
出来る範囲での役割分担をして頂く。
外出レクリエーションを実施し気分転
換ををして頂いております。

気候の良い日の散歩、個別ケア、外出
レクリエーション、ドライブなどを行
い、ホーム外での活動を実施しており
ます。

極力、ご入居者様ペースで過ごして頂
き、無理強いせず、のんびりお過ごし
頂いております。昼食後を中心に静養
して頂くように努めております。

看護士、薬剤師の指導をを受け薬の内
容や用法・用量の説明を受け、申し送
りを徹底し、対応しております。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

家具全般は、ご本人様の愛着のあるも
のを使用して頂き、使用して頂いてお
ります。ひとりひとりのご入居者様の
お部屋は独得の雰囲気となっておりま
す。

可能なことは、ご入居者様に行って頂
いております。個別ケアを行い、筋力
低下の予防、刺激のある生活を、日々
送って頂けるように努めています。

玄関や廊下には観葉植物を設置し、窓
の外に見える風景と隔たりを感じない
様な取り組みを行っております。季節
に応じた置物等により季節感を味わっ
て頂く取り組みも実施しております。

当ホーム１階２階の中間に中２階を設
け１階２階のご入居者様が自由に出入
り出来る空間としてご利用頂いており
ます。更に、中庭のウッドデッキでは
夕涼みなども楽しんで頂いておりま
す。

ご入居者様のご希望を伺い、お電話し
て頂いたり、お手紙のやり取りを行っ
て頂き、対応しております。
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　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームちいさな手　鎌倉の杜

目標達成計画 作成日：　平成　　２３　年　　１　月　　２０　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

近隣の方々との交流が少ない ご近所の方と顔なじみになり「この人はホーム
の人」と解って頂く事により、気軽にいつでも
ホームに立ち寄って頂ける環境にしていきた
い。

ホームで月に１回行っている行事レクリエーション
には、近所の方にも参加して頂き交流をはかって
いく。また、近くにある山崎保育園に声をかけさせ
て頂きホームで一緒にゲーム等のレクを楽しむ中
で交流をもっていきたい。

６ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体
的な計画を記入します。


